
の
で
あ
ろ
う
。
批
判
は
あ
っ
た
が
、
初
め
て
脚
本
に
作

者
名
を
書
い
た
こ
と
に
も
、
そ
れ
は
あ
ら
わ
れ
て
い
る

と
言
え
よ
う
。
54
歳
の
時
、
京
都
か
ら
大
坂
（
阪
）
へ

移
住
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
に
坂
田
藤
十
郎
の

た
め
に
、「
傾け

い

城せ
い

壬み

生ぶ

大だ
い

念ね
ん

仏ぶ
つ

」
な
ど
の
歌
舞
伎
脚
本

も
書
い
て
い
た
。
藤
十
郎
の
（
健
康
面
な
ど
の
）
衰
え

も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
歌
舞
伎
は
あ
く
ま
で
も
ス
タ
ー
中

心
で
制
約
が
あ
り
、
己
れ
の
腕
が
存
分
に
ふ
る
え
る
浄

瑠
璃
に
身
を
転
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

53
歳
の
時
、
竹
本
座
の
座
付
作
者
と
な
っ
て
浄
瑠
璃

に
専
念
す
る
の
で
あ
る
が
、
72
歳
で
没
す
る
ま
で
そ
の

筆
力
が
衰
え
る
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
墓
は
各
地

に
あ
る
が
、
尼あ

ま
が

崎さ
き

の
久く

く々

知ち

の
広
済
寺
に
あ
る
の
が

一
番
有
名
で
大
き
く
、
近
く
に
公
園
、
記
念
館
が
あ
る
。

こ
の
記
念
館
で
近
松
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
殊

更
に
多
い
。
Ｊ
Ｒ
の
駅
よ
り
歩
い
て
10
分
程
で
あ
る
。

ま
た
大
阪
市
内
の
上う

え

町ま
ち

台
地
、
上う

え

本ほ
ん

町ま
ち

六
丁
目
近
く
、

西
鶴
の
墓
が
あ
る
誓
願
寺
の
近
辺
に
も
分
骨
が
あ
る
が
、

間
口
が
狭
く
、
通
り
の
東
側
で
や
や
も
す
れ
ば
見
過
ご

し
そ
う
な
所
に
あ
る
。
以
上
こ
の
よ
う
に
京
、
大
坂
に

住
ん
だ
近
松
で
あ
る
か
ら
、
史
跡
は
お
び
た
だ
し
い
。

ま
ず
は
竹
本
座
か
ら
。
江
戸
時
代
、
浪
花
座
、
中
座
、

角
座
、
朝
日
座
、
弁
天
座
は
道
頓
堀
五
座
（
五
つ
櫓や

ぐ
ら

、

浪
花
五
座
）
と
呼
ば
れ
、
歌
舞
伎
や
人
形
浄
瑠
璃
が
上

演
さ
れ
た
。
竹
本
座
は
、
こ
の
浪
花
座
の
何
代
か
前
の

座
で
あ
り
、「
竹
本
座
跡
」
が
、「
道
頓
堀
川
に
架
か
る

戎え
び
す

橋
の
南
東
側
、
道
頓
堀
ゼ
ロ
ゲ
ー
ト
（
浪
花
座
跡

地
）
の
西
側
植
込
み
に
竹
本
座
跡
の
碑
が
あ
る
。」（『
大

○
は
じ
め
に

　

元
禄
の
〝
三
人
〞・
近
松
、
芭
蕉
、
西
鶴
の
関
西
に

お
け
る
史
跡
を
さ
ぐ
っ
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
細
か

く
言
え
ば
キ
リ
が
な
い
の
で
、
主
な
も
の
を
中
心
と
す

る
。
そ
の
前
に
、
三
人
の
生
年
と
没
年
を
あ
げ
て
お
こ

う
。
近
松
（
1653
〜
1724
年
、
72
歳
）、
芭
蕉
（
1644
〜
1694
年
、

51
歳
）、
西
鶴
（
1642
〜
1693
年
、
52
歳
）、
近
松
の
ほ
う
が
、

他
の
二
人
よ
り
10
年
程
後
の
生
ま
れ
で
あ
る
が
、
亡
く

な
っ
た
の
は
30
年
程
後
で
あ
る
。
し
か
も
「
曽
根
崎
心

中
」
が
1703
年
、
51
歳
の
作
で
あ
り
、
芭
蕉
、
西
鶴
の
亡

く
な
っ
た
あ
た
り
の
年
齢
で
、
以
後
人
口
に
膾
炙
し
た

（
世
話
物
の
）
名
作
を
、
死
の
前
ま
で
生
み
出
し
て
い

る
の
で
あ
る
。「
長
生
き
も
芸
の
う
ち
」
と
言
え
る
が
、

偉
人
は
必
要
な
年
数
だ
け
生
き
る
と
も
言
わ
れ
る
。

○
近
松
の
史
跡

　

近
松
の
生
ま
れ
は
、
越
前
（
福
井
県
）
と
さ
れ
る
が
、

15
歳
頃
父
が
浪
人
し
た
た
め
に
一
家
で
京
に
上
っ
た
。

近
松
門
左
衛
門
の
名
は
、
20
歳
の
頃
、
遊
学
し
た
近
江

の
近
松
寺
（
歌
舞
音
曲
の
寺
）
に
由
来
し
て
お
り
、
近

松
寺
の
門
前
小
僧
と
い
う
よ
う
な
意
味
だ
と
さ
れ
て
い

る
。
本
名
は
杉す

ぎ

森も
り

信の
ぶ

盛も
り

。
そ
し
て
近
松
は
初
め
公
家
に

仕
え
て
い
た

―
こ
こ
で
古
典
な
ど
の
教
養
を
身
に
つ

け
た
と
さ
れ
て
い
る

―
が
、
や
が
て
芝
居
の
世
界
に

飛
び
込
ん
だ
。
当
時
卑
賤
の
河
原
者
と
さ
れ
て
い
た
世

界
に
入
る
こ
と
に
、
そ
れ
な
り
の
抵
抗

0

0

も
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
当
時
は
人
形
浄
瑠
璃
の
勃
興
期
で
も

あ
り
、
こ
の
世
界
に
生
涯
を
か
け
る
こ
と
に
決
意
し
た

関西の近松、芭蕉、西鶴の旅
前　兵庫県立川西北陵高等学校

小田　剛
誓願寺

義仲寺

広済寺

京橋

露天神社

水間寺
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討
ち
の
「
堀ほ

り

川か
わ

波な
み
の

鼓つ
づ
み

」
の
舞
台
は
、
今
の
京
都
市
の

堀
川
下し

も

立だ
ち

売う
り

辺

―
実
事
件
の
場
で
も
あ
る

―
で
あ

り
、
こ
こ
に
は
伊
藤
仁
斎
（
1627
〜
1705
年
）
の
古
義
堂
跡

の
邸
宅
が
今
な
お
現
存
し
て
い
る
。
近
松
と
仁
斎
の
生

涯
は
共
に
か
な
り
重
な
っ
て
お
り
、
他
の
要
因
も
あ
ろ

う
が
、
敵
討
ち
の
舞
台
に
こ
こ
を
選
ん
だ
の
は
、
あ
る

意
味
、
仁
斎
の
儒
学
に
対
す
る
近
松
の
皮
肉

0

0

も
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
な
お
仁
斎
の
墓
は
、
子
の
東
涯
、
三
条

西
実
隆
、
角
倉
了
以
一
族
、
阪ば

ん

妻つ
ま

（
阪ば

ん

東ど
う

妻つ
ま

三さ
ぶ

郎ろ
う

）
な

ど
と
共
に
京
の
西
北
、
嵯
峨
の
二
尊
院
に
あ
る
。
こ
れ

と
対
照
的
に
京
の
東
北
の
法
然
院
に
は
、
谷
崎
潤
一
郎
、

河
上
肇
、
内
藤
湖
南
ら
の
墓
が
あ
る
。
以
上
、「
堀
川

波
鼓
」、「
鑓
の
権
三
重
帷
子
」、
後
述
の
「
大だ

い

経き
ょ
う

師じ

昔む
か
し

暦ご
よ
み

」
を
近
松
の
三
姦
通
物
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
が
、

前
の
二
つ
は
悪
役
を
配
し
て
の
、
当
人
は
勿
論
の
こ
と
、

周
り
が
す
べ
て
不
幸

0

0

と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
〝
悲
し
い

物
語
〞
で
あ
る
。
近
松
の
見
つ
め
た
も
の
が
何
で
あ
っ

た
か
、
し
み
じ
み
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
京
都
を
舞
台
と
し
た
も
の
に
、「
大
経
師
昔

暦
」

―
西
鶴
に
も
「
好
色
五
人
女
」
の
巻
三
「
中
段

に
見
る
暦こ

よ
み

屋や

物
語
」
が
存
在

―
が
あ
る
。
四
条
烏か

ら
す

丸ま

で
あ
り
、
そ
こ
は
、
新
井
白
石
の
師
・
木
下
順
庵
の

邸
跡
近
く
、
ま
た
本
居
宣
長
の
京
都
遊
学
（
師
は
堀ほ

り

景け
い

山ざ
ん

）
の
史
跡
も
近
い
。
そ
の
作
に
は
、
大
経
師
以い

春し
ゅ
ん

や
お
さ
ん
茂も

兵へ

衛え

が
登
場
し
、
そ
れ
は
大
映
映
画
「
近

松
物
語
」（
溝
口
健
二
監
督
。
長
谷
川
一
夫
、
香
川
京

子
主
演
）
と
な
っ
た
。
二
人
は
捕
え
ら
れ
処
刑
に
あ
う

と
こ
ろ
を
黒
谷

0

0

の
東
岸
和
尚
に
救
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
芭
蕉
全
句
集
』（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
2010
年
）
の
そ

れ
。
以
下
同
じ
）
の
句
碑
も
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
大
坂

三
十
三
所
の
観
音
（
霊
場
）
廻
り
の
寺
の
か
な
り

0

0

0

は
現

存
し
て
い
る
。
是
非
行
き
た
い
。
こ
の
「
曽
根
崎
心

中
」
の
冒
頭
は
、「
げ
に
や
安
楽
世
界
よ
り
。
今
此
娑

婆
に
示
現
し
て
。
我
ら
が
た
め
の
観
世
音
仰
ぐ
も
高
し

高
き
屋
に
。
登
り
て
民
の
に
ぎ
は
ひ
を
。
…
」（『
近
松

浄
瑠
璃
集 

上
（
新 

日
本
古
典
文
学
大
系
91
）』
岩
波

書
店
、
1993
年
、
105
頁
）
か
ら
始
ま
っ
て
、
荻
生
徂
徠
が

絶
讃
し
た
道
行

―
平
家
物
語
、
太
平
記
、
謡
曲
な
ど

の
伝
統
を
も
つ

―
「
此
世
の
な
ご
り
。
夜
も
な
ご
り
。

死
に
に
行
く
身
を
た
と
ふ
れ
ば
あ
だ
し
が
原
の
道
の
霜
。

一
足
づ
つ
に
消
え
て
ゆ
く
。
夢
の
夢
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
。

…
」（
同
124
頁
）
の
名
文
も
あ
る
。
そ
う
し
て
断
末
魔

の
苦
し
み
の
後
、
二
人
は
（
極
楽
）
浄
土
へ
旅
立
ち
、

「
取
伝
へ
貴
賤
群
集
の
廻
向
の
種
。
未
来
成
仏
疑
ひ
な

き
恋
の
。
手
本
と
な
り
に
け
り
」（
同
130
頁
）
と
結
ぶ
。

あ
る
評
者
は
日
本
最
高
の
名
文
が
近
松
の
文
章
だ
と
言

う
。
一
見
解
で
あ
る
。

　

次
に
「
鑓や

り

の
権ご

ん

三ざ

重か
さ
ね

帷か
た
び
ら子
」
の
女め

敵が
た
き

討
ち
の
舞
台

は
、
龍
馬
の
ド
ラ
マ
で
有
名
な
寺
田
屋
に
も
近
い
伏
見

の
京
橋
で
あ
る
が
、
今
は
車
の
行
き
交
う
何
の
味
わ
い

も
な
い
場
所
で
あ
る
の
で
、
故
篠
田
正
浩
監
督
映
画

「
鑓
の
権
三
」（
岩
下
志
麻
、
郷
ひ
ろ
み
主
演
）
で
は
、

岩
国
の
錦き

ん

帯た
い

橋き
ょ
う

で
ロ
ケ
を
し
た
。
ま
た
鑓
の
名
手
で

あ
る
笹
野
権
三
が
簡
単
に
討
ち
取
ら
れ
る
の
が
妙0

だ
と

の
論
も
あ
る
が
、
権
三
は
（
妻
と
共
に
）
討
た
れ
る
、

死
ぬ
つ
も
り
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
同
じ
女
敵

阪
府
の
歴
史
散
歩 

上
』
山
川
出
版
社
、
2007
年
、
54
頁
）

と
記
述
さ
れ
る
。

○
近
松
作
品
の
史
跡

　

さ
ら
に
〝
江
戸
時
代
社
会
の
シ
ス
テ
ム

0

0

0

0

〞
に
殺
さ
れ

た
悲
劇
の
作
品
の
舞
台
を
各
々
見
て
い
こ
う
。「
曽
根

崎
心
中
」
の
舞
台
は
、
露
天
神
社
（
お
初
天
神
）
の
地

で
あ
り
、
阪
急
大
阪
梅
田
（
埋う

め

田
が
名
の
由
来
）
駅
か

ら
至
近
の
距
離
で
あ
る
。
も
と
は
鬱
蒼
た
る
曽
根
崎
の

森0

（
ゆ
え
に
人
目
を
さ
け
る
心
中
の
地
、
人
は
繁
華
街

な
ん
か
で
心
中
し
な
い
）
で
あ
り
、
こ
の
地
は
新
地
で

あ
っ
た
（
曽
根
崎
新
地
、
北
新
地
）。
今
は
大
阪
一
の

繁
華
な
、
西
日
本
一
の
地
価
の
地
と
な
っ
て
い
る
。
近

松
の
い
た
当
時
、
大
坂
の
中
心
は
も
っ
と
南
の
ほ
う
で

あ
っ
た
。
詳
し
く
は
摂
津
名
所
図
会
（
今
か
ら
200
年
程

前
の
記
述
）
な
ど
を
見
ら
れ
た
い
が
、
作
品
に
蜆し

じ
み

川が
わ

な
ど
も
出
て
く
る
。
八は

っ

百ぴ
ゃ
く

八や

橋ば
し

―
大
阪
の
食く

い

倒
れ

は
、
杭0

倒
れ
と
も
言
わ
れ
る

―
と
う
た
わ
れ
た
大
坂

も
、
今
、
川
は
多
く
埋
め
た
て
ら
れ
て
い
る
。
露
天
神

社
境
内
に
は
、
石
の
鳥
居
に
米
軍
の
機
銃
掃
射
の
跡
も

あ
っ
て
生
々
し
い
。
ま
た
左
近
の
桜
、
右
近
の
橘
も
あ

る
。
そ
し
て
そ
こ
よ
り
歩
い
て
10
分
ぐ
ら
い
の
所
に
、

初
め
て
の
現
代
劇
（
世
話
物
）

―
人
形
浄
瑠
璃
は
チ

ャ
ン
チ
ャ
ン
バ
ラ
バ
ラ
の
時
代
劇
が
中
心

―
と
い
う

こ
と
で
、
興
行
用
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
、「
曽
根

崎
心
中
」
の
観
音
廻
り
の
一
番
目
の
、
源
融0

ゆ
か
り
の

太
融0

寺
も
あ
る
。
こ
こ
に
は
芭
蕉
の
728
「
し
ら
菊
の
目

に
立
て
て
見
る
塵
も
な
し
」（
上
記
の
算
用
数
字
は
、

歩散
学

文
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○
芭
蕉
の
史
跡

　

次
に
芭
蕉
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
生
ま
れ
は
伊
賀
上

野
で
あ
り
、
市
内
に
生
家
跡
も
あ
る
が
、
柘つ

げ植
説
（
そ

こ
は
横
光
利
一
の
郷
里
で
も
あ
る
。
彼
は
伊
賀
上
野
の

県
立
第
三
中
学
校
に
入
っ
た
）
も
あ
る
。
23
歳
の
時
、

出
仕
し
て
い
た
藤
堂
良
忠
が
病
死
し
、
藤
堂
家
を
辞
し

て
い
る
。
31
歳
、
北
村
季
吟
（
京
、
烏
丸
松
原
）
か
ら

「
埋う

も
れ

木ぎ

」
の
伝
授
を
受
け
る
が
、
こ
の
年
の
冬
あ
た
り

に
、
上
方
に
留
ま
ら
ず
に
江
戸
へ
下
向
し
て
い
る
。
伝0

統0

の
上
方
で
は
な
く
、
新
興
の
江
戸
に
我
が
身
を
賭
け

た
と
言
え
よ
う
。
孔
子
と
同
様
、
様
々
な
仕
事
（
こ0

と0

）
を
し
、
以
降
、
江
戸
が
活
躍
の
場
と
な
る
が
、
全

国
を
旅
し
、
故
郷
に
も
帰
っ
て
い
る
。
そ
の
時
の
句
が
、

967
「
旧
里
や
へ
そ
の
緒
に
泣
く
と
し
の
暮
」（
笈
の
小

文
）
で
あ
る
。
亡
く
な
っ
た
の
は
、
御
堂
筋
、
旅
舎
花は

な

屋や

で
あ
り
、「
終
焉
の
地
」
の
石
碑
が
あ
る
が
、
大
路

の
中
に
あ
り
、
見
に
行
く
の
は
命
が
け
で
あ
る
。
有
名

な
841
「
旅
に
病
ん
で
夢
は
枯
野
を
か
け
め
ぐ
る
」
が
、

辞
世
の
句
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
芭
蕉
の
人
生
の

最
後

0

0

の
句
で
あ
る
。
そ
の
句
碑
が
南
御
堂

0

0

・
難
波
別
院

（
御
堂
筋
の
由
来
）
の
境
内
に
あ
る
。
芥
川
龍
之
介
の

「
枯
野
抄
」
は
、
師
芭
蕉
の
臨
終
時
と
そ
の
弟
子
の
有

様
を
描
い
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
漱
石
と
そ
の
弟
子
達

の
様
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
芭
蕉
の
遺
言

に
よ
り
、
大
好
き
な
義
仲
の
墓
の
あ
る
、
近
江
（
大
津

膳ぜ

所ぜ

）
の
義
仲
寺
（
義
仲
の
最
期
と
な
っ
た
粟
津

0

0

の
松

原
辺
。
乳
兄
弟
の
今
井
兼
平
の
墓
も
Ｊ
Ｒ
石
山
駅
近
く

に
あ
り
、
二
人
の
墓
は
近
い
と
言
え
ば
近
い
）
に
葬
ら

獄
の
女
主
人
公
お
吉
の
た
だ
よ
わ
す
無
意
識
の
エ
ロ
テ

ィ
シ
ズ
ム
を
意
味
し
、
こ
の
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
、
極

道
息
子
、
与
兵
衛
を
殺
人
に
誘
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
暗
示
し
て
い
る
。」（『
地
獄
の
思
想
』
中
公
新
書
、

1967
年
、
174
頁
）
と
言
う
。
近
松
は
当
時
、
一
人
で
〝
も

の
〞
で
あ
る
人
形

0

0

を
操
っ
て
い
た
ゆ
え
に
、
殊
更
詞
が

重
み
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
諏す

訪わ

春は
る

雄お

氏
は
「
養
父
徳
兵
衛
を
自
分
の
借
財
で
苦
し
め
ま
い
と

の
一
念
か
ら
こ
の
挙
に
出
た
と
す
る
説
」
を
始
め
と
し

て
様
々
な
説
を
あ
げ
て
、
近
松
は
「
心
理
描
写
と
イ
メ

ー
ジ
の
輻ふ

く
そ
う輳
に
よ
っ
て
、
お
吉
の
死
を
理
屈
で
は
な
く
、

心
情
的
、
感
覚
的
に
一
挙
に
観
客
に
納
得
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
。」
と
述
べ
る
（『
図
説 

日
本
の
古
典
16 

近

松
門
左
衛
門
』
集
英
社
、
1979
年
、
76
頁
）。
こ
れ
に
対

し
て
井い

口ぐ
ち

洋ひ
ろ
し

氏
は
、「
こ
の
不
良
青
年
の
よ
う
や
く
到

達
し
た
改
心
が
、
か
え
っ
て
殺
人
に
つ
な
が
る
と
い
う

逆
説
が
そ
こ
に
成
立
す
る
。
与
兵
衛
の
行
動
を
了
解
不

可
能
な
悪
と
す
る
解
釈
は
、
近
代
の
誤
解
に
属
す
る
。」

（『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典 

簡
約
版
』
岩
波
書
店
、
1986

年
、
296
頁
）
と
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
近
松
に
は
「
生い

く

玉た
ま

心し
ん

中じ
ゅ
う

」
の
作
が
あ
り
、

こ
の
生
玉

0

0

社
（
生
國
魂
神
社
）
境
内
は
、「
曽
根
崎
心

中
」
に
お
い
て
、
徳
兵
衛
が
友
人
九く

平へ
い

次じ

か
ら
恥
辱
を

受
け
た
所
で
あ
り
、「
生
玉
万
句
」
と
い
っ
て
、
西
鶴

が
1673
年
、
こ
の
生
玉
神
社
に
お
い
て
、
万
句
興
行
を
催

し
た
地
と
し
て
も
名
高
い
。
虚
実
皮
膜
論
で
は
な
い
が
、

近
松
は
〝
熱
い
心
と
冷
静
な
眼
〞
に
よ
っ
て
、
浪
華
の

人
々
の
諸
相
を
見
つ
め
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

よ
か
っ
た
！  

こ
の
作
品
は
、
前
述
の
西
鶴
の
巻
三
の

話
を
十
分
参
照
し
、
こ
れ
を
巧
み
に
按
配
し
て
い
る
と

さ
れ
る
。
そ
し
て
近
松
作
の
忠
臣
蔵
と
も
言
う
べ
き

「
碁
盤
太
平
記
」
に
は
、〝
大お

お

星ぼ
し

由ゆ

良ら

之の

介す
け

〞
の
山
科

0

0

閑

居
も
出
て
く
る
。
こ
の
作
は
、
後
の
「
仮
名
手
本
忠
臣

蔵
」
と
同
様
、
時
代
設
定
は
南
北
朝
の
動
乱
、
太
平
記

の
世
界
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
長
恨
歌
」
が
漢
の
世
、
源

氏
物
語
が
約
百
年
前
の
延
喜
、
天
暦
年
代
、
醍
醐
、
村

上
帝
の
御
代
を
材
と
し
て
い
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　

そ
う
し
て
小こ

春は
る

治じ

兵へ

衛え

が
主
人
公
の
、
世
話
物
最
高

傑
作

―
あ
る
人
は
「
冥め

い

途ど

の
飛ひ

脚き
ゃ
く

」

―
と
さ
れ

る
「
心し

ん

中じ
ゅ
う

天て
ん

の
網あ

み

島じ
ま

」
の
網
島
は
、
今
の
造
幣
局
の

近
く
で
あ
る
。
ま
た
「
女お

ん
な

殺こ
ろ
し

油
あ
ぶ
ら
の

地じ

獄ご
く

」
で
最
初
に

登
場
す
る
野
崎
村
・
野
崎
観
音

―
近
松
半
二
の
「
新

版
歌
祭
文
」
の
お
染そ

め

久ひ
さ

松ま
つ

、
東し

ょ
う
じ

海
林
太
郎
の
唄
で
有
名

―
は
、
大
阪
市
の
東
北
、
四し

条じ
ょ
う

畷な
わ
て

近
く
に
あ
る
。

こ
の
「
女
殺
油
地
獄
」
は
何
か
と
話
題
の
多
い
作
で
あ

り
、
よ
く
ド
ラ
マ
、
映
画
、
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
1992

年
の
映
画
で
は
樋
口
可
南
子
が
お
吉
を
演
じ
た
。
な
ぜ

ド
ラ
息
子
与
兵
衛
が
貞
淑
な
人
妻
で
子
持
ち
の
お
吉き

ち

を
、

不
条
理
に
殺
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
諸
説
あ
る

が
、
梅う

め

原は
ら

猛た
け
し

氏
は
、
こ
の
「
女
殺
油
地
獄
」
の
書
き

出
し
で
あ
る
「
船
は
新
造
の
乗
心
サ
ヨ
イ
ヨ
エ
。
君
と
。
我

と
。
わ
れ
と
君
と
は
。
図
に
乗
つ
た
乗
つ
て
来
た
。
し

つ
と
ん
と
ん
〳
〵
し
と
と
ん
〳
〵
。
し
つ
と
と
逢
瀬
の

波
枕
。」（『
近
松
浄
瑠
璃
集 

下
（
新 

日
本
古
典
文
学

大
系
92
）』
岩
波
書
店
、
1995
年
、
167
頁
）
と
い
う
当
時

の
こ
の
流
行
歌
の
一
節
の
「
新
造
の
舟
が
、
こ
の
油
地

12



「
好
色
五
人
女
」
に
は
、
江
戸
の
八
百
屋
お
七
の
話
も

出
て
く
る
が
、
何
と
言
っ
て
も
播
州
姫
路
で
の
お
夏
清

十
郎
の
話
が
名
高
い
。
私
鉄
水
間
鉄
道
の
終
点
の
水
間

駅
か
ら
南
に
行
っ
た
水
間
寺
に
、
お
夏
・
清
十
郎
の
墓

が
あ
る
。
西
鶴
の
墓
（
誓
願
寺
）
に
つ
い
て
は
、
近
松

の
と
こ
ろ
で
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
墓
を
訪
れ
た
川
端

康
成
の
写
真
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
墓
の
傍
に

「
鯛
ハ
花
ハ
見
ぬ
里
も
あ
り
今
日
の
月
」
の
句
碑
が
あ

る
。

　

こ
の
西
鶴
に
つ
い
て
、
芭
蕉
は
「
西
鶴
が
浅
ま
し
く

下
れ
る
姿
あ
り
。」
と
述
べ
て
い
る
有
名
な
言
説
が
あ

る
。
も
と

0

0

は
「
去
来
抄
」
で
あ
り
、「
先
師
曰
く
、
世

上
の
俳
諧
の
文
章
を
見
る
に
」
で
始
ま
る
。
詳
し
い
言

及
は
避
け
る
が
、
興
味
あ
る
方
は
、
広ひ

ろ

末す
え

保た
も
つ

『
芭
蕉

と
西
鶴
』（
未
来
社
、
1963
年
）
を
見
ら
れ
た
い
。
そ
し

て
私
は
、
伊
勢
、
源
氏
物
語
を
ふ
ま
え
た
「
好
色
一
代

男
」
よ
り
も
「
好
色
五
人
女
」
を
好
む
。
前
述
の
巻
一

「
姿
姫
路
清
十
郎
物
語
」、
巻
二
「
情
を
入
れ
し
樽
屋
物

語
」、
巻
三
「
中
段
に
見
る
暦
屋
物
語
」、
巻
四
「
恋
草

か
ら
げ
し
八
百
屋
物
語
」、
巻
五
「
恋
の
山
源
五
兵
衛

物
語
」
の
五
つ
で
あ
り
、
映
画
、
ド
ラ
マ
で
も
著
名
で

あ
る
。
末
の
巻
五
の
み
が
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
、
め
で
た

し
め
で
た
し
と
な
っ
て
い
る
が
、
他
は
悲
劇
で
あ
る
。

西
鶴
の
見
つ
め
た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
か
が
物
語
ら
れ

て
い
よ
う
。

業
が
大
坂
郊
外
に
進
出
し
た
と
思
わ
れ
る
。
生
家
の
こ

と
は
不
明
で
あ
る
が
、
生
家
は
没
落
豪
農
と
お
ぼ
し
く
、

故
郷
の
こ
と
、
幼
い
頃
の
こ
と
は
、
作
品
以
外
で
は
さ

ほ
ど
分
か
っ
て
は
い
な
い
。
与
謝

0

0

蕪
村
と
い
う
ご
と
く
、

丹
後
の
与
謝
に
も
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
り
、「
夏
河
を

こ
す
う
れ
し
さ
よ
手
に
草
履
」
は
、
そ
の
時
の
句
で
あ

る
。
亡
く
な
っ
た
の
は
京
都
で
あ
り
、
市
内
所
々
に
史

跡
が
あ
る
。
洛
北
の
金
福
寺
に
墓
が
あ
り
、
こ
の
寺
は

芭
蕉
庵
の
あ
っ
た
地
で
あ
る
。

○
西
鶴
の
史
跡

　

最
後
に
西
鶴
の
史
跡
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

西
鶴
は
大
坂
の
裕
福
な
町
人
の
家
に
生
ま
れ

―
場
所

は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い

―
、
若
い
頃
は
前
述
の
ご

と
く
俳
諧
師
で
あ
っ
た
。
談
林
俳
諧
の
西
山
宗
因

―

梅
田
近
く
の
寺
に
彼
の
墓
が
あ
り
、
大
阪
の
天
満
宮
の

南
に
も
、
宗
因
ゆ
か
り
の
向こ

う

栄え
い

庵あ
ん

跡
の
碑
が
あ
る
。
こ

こ
は
川
端
康
成
の
誕
生
地
の
近
く
で
あ
る

―
に
入
門

し
た
。
矢
数
俳
諧
は
あ
ま
り
に
も
有
名
な
の
で
省
略
す

る
。
後
、
浮
世
草
子
の
作
者
と
し
て
、
主
と
し
て
好
色

物
、
町
人
物
の
作
で
、
上
方
を
舞
台
と
し
て
い
る
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
52
歳
で
、
今
の
大
阪
市
、
谷
町
三

丁
目
の
錫す

ず
や屋

町
の
西
鶴
庵
で
病
没
し
た
と
さ
れ
る
。
が
、

『
西
鶴
事
典
』（
お
う
ふ
う
、
1996
年
）
に
は
、「
彼
の
伝

記
・
出
自
に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
が
多
い
。」（
11

頁
）、「
お
そ
ら
く
西
鶴
庵
で
病
没
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
前
後
の
状
況
は
不
明
」（
27
頁
）
と
あ
る
。
辞
世

吟
は
「
浮
世
の
月
見
過
ご
し
に
け
り
末
二
年
」
で
あ
る
。

れ
た
の
で
あ
る
。
弟
子
た
ち
が
運
ん
だ
の
で
あ
る
が
、

さ
ぞ
大
変
な
作
業
で
あ
っ
た
ろ
う
。
さ
ら
に
大
阪
で
は
、

前
述
の
太
融
寺
に
「
し
ら
菊
の
…
」
の
句
碑
が
名
高
い
。

そ
し
て
淀
君
の
墓
（
伝
）
や
他
の
史
跡
も
こ
の
寺
に
あ

る
。

　

著
名
な
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
に
は
、
関
西
は
登
場
し

な
い
が
、
最
終
地
は
大
垣
（
岐
阜
県
）
で
あ
り
、
761

「
蛤
の
ふ
た
み

0

0

0

に
別
れ
行
く
秋
ぞ
」
と
い
う
よ
う
に
、

二
見
（
三
重
県
・
懸
詞
）
が
出
て
く
る
。
紀
行
文
を
見

る
と
、「
鹿
島
詣
」「
更
級
紀
行
」
は
、
言
う
ま
で
も
な

く
関
西
は
訪
れ
て
い
な
い
が
、「
嵯
峨
日
記
」
は
文
字

通
り
嵯
峨
で
あ
り
、
去
来
の
落ら

く

柿し

舎し
ゃ

な
ど
嵐
山
、
嵯
峨

野
史
跡
め
ぐ
り
の
コ
ー
ス
が
出
て
く
る
。
二
回
の
「
野

ざ
ら
し
紀
行
」
で
は
、
名
古
屋
よ
り
関
西
一
円
を
め
ぐ

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
笈
の
小
文
」
も
そ
う
で
あ
り
、

南
は
和
歌
山
、
畿
内
の
西
の
端
の
須
磨
（
摂
津
）、
そ

の
隣
の
明
石
（
播
磨
）

―
共
に
源
氏
物
語
の
舞
台

―
に
ま
で
足
を
伸
ば
し
、
421
「
蛸
壷
や
は
か
な
き
夢

を
夏
の
月
」
の
名
句
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
関
西
一
円

の
古
史
跡
、
名
所
を
く
ま
な
く
芭
蕉
は
訪
れ
て
い
る
と

言
え
よ
う
。
そ
う
し
て
京
東
山
の
円ま

る
や
ま山
公
園
近
く
に
は
、

芭
蕉
の
敬
慕
し
た
西
行
の
西
行
庵
と
並
ん
で
芭
蕉
堂
が

あ
る
。

　

ち
な
み
に
芭
蕉
を
尊
崇
し
た
蕪
村
の
生
地
は
毛け

ま馬

（
大
阪
市
の
北
）
で
あ
り
、
今
は
公
園
と
し
て
、
野
外

博
物
館
の
ご
と
く
な
っ
て
い
る
。（
北
）
梅
田
に
有
名

な
「
菜
の
花
や
月
は
東
に
日
は
西
に
」
の
句
碑
が
あ
り
、

こ
の
句
で
分
か
る
よ
う
に
、
当
時
、
近
郊
（
商
品
）
農

歩散
学

文
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